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高知県　農業イノベーション推進課　兼 IoP推進機構

松島弘敏

【施設園芸関連産業群の集積】

企業等のIoPクラウド活用に向けた準備について

資料４



R3年度                     R4年度     
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

パイロット農家
（185戸）

一般農家
（3,000戸～）

大学・研究機関

企業

出荷場ごとに説明会、同意取得

同意取得次第、順次ＩＤ発行 3,000戸到達（目標）

JGN環境構築、利用規約、同意取得

準備 順次ＩＤ発行

R4園芸年度 R5園芸年度

利用拡大

IoPクラウドの技術仕様書、
データセット概要、API概要、
開発支援体制 等を整える

準備 テストベッドを提供
（県委託者・補助事業者に限定）

県・JA

ハウス環境データ
気象データ

画像データ（110戸）

出荷データ（サンプル）
ハウス環境データ（サンプル）

気象データ

出荷データ
ハウス環境データ
気象データ

画像データ（〇戸）

出荷データ
ハウス環境データ（機器があれば）

気象データ

試験利用開始
（IDは3月に発行済み）

組織・所属ごとに適切な権限
設定をし、順次ＩＤ発行

出荷データ
ハウス環境データ
気象データ

画像データ

順次ＩＤ発行

出荷データ（農家の同意）
ハウス環境データ（農家の同意）

気象データ、画像データ（農家の同意）

ハウス環境データ
気象データ

画像データ

ハウス環境データ
気象データ

画像データ

ハウス環境データ
気象データ

画像データ

普及・営農指導での活用

追加機能
UI

運用フロー

などを

実装・改善・確定

本
格
運
用

詳細API公開

企業によるIoPクラウドの活用に向けた大まかなロードマップ
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方法１　課題起点の連携 （現行のOIP（オープンイノベーションプラットフォーム）のフローに乗せる）

（１）課題抽出

・県内の農業関係者の課題を農
業振興部を通じて抽出

・自社の新事業として共創パー
トナーを探したいテーマも抽出
対象

  （３）プロジェクト組成／製品開発 （２）課題精査

・課題提起者を訪問し、詳細な課題の内
容をヒアリング

・抽出した課題について、デジタル技術や
ビジネスの手法で解決できるかという視点
で課題を絞り込む

　

・解決側から製品開発の企画提案を募る
 ため、課題の背景や課題の構造分析、
 市場性等を整理した「課題説明書」を
 OIP運営委託業者が作成

Ｏ
Ｉ
Ｐ
へ
連
携

製
品
展
開

●課題説明会の開催
　・課題説明書をOIPホームページに公開
　・課題提起者と解決側が課題の解決策につ
　　いて意見交換を行う課題説明会を開催
　　【説明会での役割】
　　　■進行、課題の説明、補助金の説明
　　　　→産業創造課、OIP運営委託業者
　　　■IoPクラウドの説明
　　　　→農業イノベーション推進課

●プロジェクト組成の支援
　・現場見学会の開催
　・課題提供者へのヒアリング支援 
　・共創パートナー探しを支援
　　※ラボ研究会（310者※R3.1.1時点）以外
　　　 も調査

●製品開発の支援
　・高知県IoT推進事業費補助金の活用
　・OIP運営委託業者による開発フェーズに応じ
　　たハンズオン支援

①当事者性
　課題が具体的かつ深刻で、早急に解決を
望んでいるものであるか

②デジタル技術活用の可能性
　課題解決にあたってデジタル技術を活用す
る余地があるか

③市場性
　課題に普遍性があり、解決策が実現した時
に県内外に広く普及させていくことができるか。
高知県で取り組むことの優位性が見出せるか。

৴

भ

ो

૿
ਊ

農業振興部※課題抽出、課題説明会でのIoPクラウドの説明などを実施

産業創造課※OIPオペレーター（委託先業者）と連携し、製品開発を支援

農家

Ｏ
Ｉ
Ｐ
へ
投
入

JA高知県
ハウス施工業者

関連資材業者

肥料農薬メーカー
農機具メーカー

運送業者

燃料業者

包装資材業者

NOSAI

JAバンク

・　・　・　etc

連携の目的  IoPクラウドを活用した新たな製品・サービスを生み出し、県内の農業・情報関連産業群のビジネスや事業領域の拡大につなげる
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商工労働部産業創造課のOIPとの連携① 検討案



方法２　データ（IoPクラウド）起点の事業開発 ※高知県IoT推進ラボ研究会のネットワークを活用（OIPの取り組みの派生モデル）

・OIPのホームページやSNSでIoP
クラウドの概要を紹介

  ※IoPのホームページへのリンク
　　 を貼り広報

（１）IoPクラウドの紹介  （２）ビジネスアイデアの検討

●サービス開発に向けたワークショップの開催
・IoPクラウドを活用したビジネスアイデアを検討するワーク
ショップを開催

　①IoPクラウドの概要説明
　　　■思想、機能、データセット、ＡＰＩ、テストベッド等
　　　　　→農業振興部
　　　■支援策の紹介
　　　　 OIP、補助制度等を紹介
　　　　 →産業創造課
　　　■想定サービスイメージの共有
　　　   創出されるサービスのイメージを例示
　　　   →農業振興部
　②アイデアソン
　　　■参加者によるグループワークを実施
　　　　→進行、ファシリテーターはOIP運営委託企業、
　　　　　 農業振興部からもファシリテーターが参加
　　　■アイデアの共有（発表会）
　　　　　※金融機関等の支援機関にも参加してもらう

　【参加者の想定】
　　・農業関係者
　　（農家、JA高知県、農機具・肥料農薬メーカー、
　　　 ハウス・資材メーカー、運送・燃料業者など）
　　・Next次世代プロジェクト参画企業
　　・IoT推進ラボ研究会会員（＝OIP会員）
　　・高知県情報産業協会
　　・高知県工業会
　　・県外のスタートアップ企業
　　（渋谷QWSやNexsTokyoの会員等）

データセット概要

IoPクラウドの
技術仕様書

ＡＰＩ概要

開発支援体制

・
・　

etc

●オープン・イノベーションの手法で開発
　テーマを公開し、オープン・イノベーションの手法で
開発を目指す場合は、OIPと連携する

　→「１．課題起点の連携方法」の「（１）課
　　 題抽出」へ

　【支援策】
　　・高知県IoT推進事業費補助金
　　（高知県産業創造課）
　　・OIP運営委託企業によるハンズオン支援
　　・OIP以外に下記の支援策も活用可

●OIP以外の支援策
　　・ものづくり補助金（経済産業省）
　　　上限1,000万円、補助率1/2
　　　（R2コロナ枠は補助率2/3又は3/4）

　　・事業戦略等推進事業費補助金
　　　（高知県産業振興センター）
　　　上限1,000万円（センターが確認した製品　
　　　企画書に基づく事業の場合）、補助率1/2

　　・産学官連携産業創出支援事業費補助金  
      （高知県産業創造課）
 　　　※学と連携する必要あり

　　・金融機関による支援
　　（Big Advance制度の活用等）

Ｏ
Ｉ
Ｐ
へ
連
携

 （３）プロダクト開発・PoC

商工労働部産業創造課のOIPとの連携② 検討案
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工業振興課／新産業推進課　　

県内のあらゆる分野の
課題を掘り起し 

　　
　

　　

「課題」　側

　　　　　　　　　　　　

「解決」側

○　首都圏ベンチャーコミュニティ
○　都市部の経済団体

【メンバーゾーン】  

　　
　 

【オープンゾーン】
○　IoT推進ラボ研究会会員

１　オープンイノベーションプラットフォームの概要

農林水産業

福祉防災交通 観光

２　製品開発の進め方

複数企業等の技術等を
組合せて製品開発する案件
【オープンイノベーション案件】

県内企業が単独で開発する
案件

 

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
組
成

②  

開
発
着
手　
　
　
　
　
　
　

A：市場調査 B：製品計画 C:試作品開発 Ｄ：本開発

・需要・競合他社分析など、
　開発に必要な調査、分析

　　　　　　

・製品企画書(仕様、 設
  計、デザイン、価格等)
　　　　

・実証実験
・概念実証
　　　　

・市場化に向けた
　製品開発

  　市場調査支援
（上限額50万円　1/2補助）　 

製品開発支援
　地産地消・外商型

　ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進型
　 試作品開発支援

（上限額50万円　1/2補助）

③ 

製
品
完
成　
　
　
　
　
　
　

   　
・
地
産
外
商
へ　
　

　   

・
課
題
解
決
へ

開発フェーズに応じたきめ細かな支援により、意欲的な挑戦を喚起

○　情報産業協会・工業会 等
○　県内ベンチャー企業・起業家
○　大学・高専・公設試験研究

　機関　

▼ 引き続き、複数の県内外の企業等が参画するオープンイノベーション※による製品開発を促進
▼ 幅広い課題を抽出するため、市町村、IoT推進ラボ研究会員などからも新たな課題の掘り起こしを実施
▼ 開発プロジェクトの組成を促進するため、解決側の県内外プレイヤーを増やすとともに、都市部などの専門人材が有する知識や人脈を活用することにより、
　　製品開発の加速化を図る

投
入　

＋

＋

（IoT推進ラボ研究会会員）
　　
　 

B

A
1

2 3

※「オープンイノベーション」とは、複数の企業等がお互いが持つ技術・アイデア等を組合せ、新しいビジネスモデルやサービスの開発等につなげる手法

ポイント①
市町村、金融機関、IoT推進ラボ
研究会会員、Next次世代施設園
芸プロジェクト、高知マリンイノベー
ション等と連携し、新たな課題を掘
り起こす

※
解
決
策
・
市
場
性
を
検
討

課
題
の
精
査
・
評
価

・交流イベントの開催
・SNS等での情報提供

・課題概要を情報発信
・ラボ研究会への入会を勧誘

・個別に参加呼びかけ

オープンイノベーションプラットフォーム

・課題の詳細を公開

・課題説明会
・メンバー間の交流会
・現地見学会

・開発プロジェクト組成

・課題の内容に応じた
　専門人材とのマッチング 都市部の企業等に属する個人など

の専門人材
（高知市に設置するシェアオフィス拠点を活
用した人的・技術的な交流・連携も想定）

専門人材（副業・兼業）

伴走支援

オペレーター

　・プラットフォームの運営

　・課題の深掘り・精査

　・首都圏コミュニティとの連携

　・開発プロジェクト組成の支援

　・製品開発の伴走支援

　・県内参画企業の掘り起こし

　・専門人材の活用

高知マリン
イノベーション

ポイント③
課題についての専門的な知識や人脈を持つ都市
部の人材から、事業に対するアドバイスや企業の
紹介などを受けることにより、製品開発プロジェクト
組成を加速化

課題の内容応じた専門的な
ノウハウ・人脈の提供など

ポイント②
課題解決や新事業展開に取り組む意欲のあ
る企業を掘り起こし、製品開発に向けたプロ
ジェクト組成を促進

新

拡

（参考）OIP（オープンイノベーションプラットフォーム）の概要
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